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本研究は、臨床医から患者へのワクチン接種推奨度にどのような因子が影響を
及ぼしているかについて、日本プライマリケア連合学会に所属するプライマリケ
ア医（PCPs ；特に内科医）を主対象者として行われた横断研究である。
対象となった PCPs の response rate は 25. 8% (743/2880 名）であった。

各ワクチン公費助成についての知識がある医師ならびに接種を推奨する医師の割
合、および、助成の知識と接種推奨の関連性は、 1 ）インフルエンザ type bワク

論 文審査
チンで 75% 、 57%、関連性あり（AOR 4. 38. CI; 2. 58 4. 73）、 2 ）結合型肺炎球
菌ワクチンで 72%、 54% 、関連性あり（AOR 4. 97, CI ; 2. 89 -8. 54）、 3）ヒトパ

結果の要旨
ピロ ーマウイルスワクチンで 90% 、58%、関連性あり（AOR 4. 17, CI; 2. 00 -8. 68)

であった。多変量解析を交え、他の様々な交絡因子についても検討がなされたが、
PCP が公費助成の存在を知っていることが、ワクチン接種の推奨度に密接に関係し
ていることが明らかとなった。

本研究結果は、ワクチン政策の補完的知見として意義あるものと考えられる。
よって本論文は，博士（医学）の学位論文として価値あるものと認めた。

学力の確認は口頭試聞により行った。
各種ワクチンの特性、および、その意義f：：＇.＇関与種々質問を行い，いずれについて
も満足すべき答弁を得た。

専攻学術に関しては大学院博士課程を終えて学位を授与される者と同等以上の学識
学力の確認の を有し，かつ，研究指導する能力も十分であることを認めた。
結果の要旨 論文内容についての審査員からの質問にも適切な回答確認することができた。また、

外国語文献を自由に利用しうる能力があることを認めた。よって，審査員合議のうえ，

本研究科博士課程を修了したものと同等以上の学力があるものと判定した。
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